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※ 11月 7日現在報告遺跡 令和 7年度発掘調査遺跡一覧
№ 遺跡名 調査原因 調査面積

（㎡） 調査期間 時代／種類

試

掘

調

査

� ୔໨遺੻ᶃ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ � ೔ 縄文 	ૣ 
 ʗࢄ෍஍

� ໡అ୔ 	�
 遺੻ᶃ ஝ి஑ઃஔ �� � ݄ �� ೔ 縄文 	 後 
 ʗࢄ෍஍

� ീ഼遺੻ᶃ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ �� ೔ 縄文 	 ൩ 
Ŋ ໻ੜ 	 前 
Ŋ ಸྑ Ŋ ฏ
҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻、ࣾࣉ੻

� னר୔遺੻ᶃ ૹిઢݐସࣄ޻ ����� � ݄ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 後 
 ʗࢄ෍஍

� ௚౉ 	�
 遺੻ᶃ ଠཅޫൃిઃඋઃஔ ��� � ݄ ��ɾ�� ೔ 縄文 	 前 ŋ த 
 ʗࢄ෍஍

� の্遺੻ᶃࣉ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ ��ɾ�� ೔ 縄文 	 த 
 ʗࢄ෍஍

� 遺੻ᶃྛࢠࢢ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 ŋ ൩ 
Ŋ ෿ݹ
Ŋಸྑ Ŋฏ҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻

� Ҵՙ後 	�
 遺੻ᶃ ଠཅޫൃిॴઃஔ ��� � ݄ �� ೔ʙ �݄ �೔ 縄文 	ૣ ŋ前 
Ŋ ฏ҆ʗࢄ෍஍

� ๏ྶྛ遺੻ᶃʢ�஍఺ʣ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ � ೔ 縄文 Ŋಸྑ Ŋฏ҆ʗूམ੻

�� ീ഼遺੻ᶄʢ�஍఺ʣ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ ��ɾ�� ೔ 縄文 	 ൩ 
Ŋ ໻ੜ 	 前 
Ŋ ಸྑ Ŋ ฏ
҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻、ࣾࣉ੻

�� ໺ಊ遺੻ᶃ۽ ஙݐ人ॅ୐ݸ ���� � ݄ �� ೔ 縄文 Ŋಸྑ Ŋฏ҆ʗूམ੻

�� 遺੻ᶄྛࢠࢢ ஙݐ人ॅ୐ݸ � � ݄ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 ŋ ൩ 
Ŋ ෿ݹ
Ŋಸྑ Ŋฏ҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻

�� 下ໟ߹ਗ਼ਫ遺੻ᶃ ͼٴஔ৔ࡐࢿ
େ྆ंܕ଴ػ৔଄੒ �� � ݄ �� ೔ 縄文 	 前 ŋ த ŋ 後 
Ŋ ฏ҆ʗࢄ෍஍

�� ௚౉ 	�
 遺੻ᶃ ଠཅޫൃిઃඋઃஔ �� � ݄ �ɾ� ೔ ฏ҆ʗࢄ෍஍

�� ୔໨遺੻ᶄ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ � ೔ 縄文 	ૣ 
 ʗࢄ෍஍

�� ੴڮ遺੻ᶃ ஙݐചॅ୐ݐ � � ݄ � ೔ ฏ҆ʗूམ੻

�� ৽Ҫాؗݹ遺੻ᶃʢ�� ஍఺ 
 ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ � ʙ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 
Ŋ ಸྑ Ŋ ฏ
҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻、৓ؗ੻

�� ؗฏ遺੻ᶃ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ � ೔ 縄文 	 ૣ ŋ த ŋ 後 
Ŋ ฏ҆ Ŋ தੈʗ
ूམ੻ɾ৓ؗ੻

�� ಺遺੻ᶃࢁ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ �� ೔ 縄文 	 前 ŋ த ŋ 後 
Ŋ ฏ҆ʗࢄ෍஍

�� ӽ遺੻ᶃࡉ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ ��ɾ�� ೔ ಸྑ、ฏ҆ʗࢄ෍஍

�� ಺遺੻ᶄࢁ ஙݐ人ॅ୐ݸ ��� �� ݄ � ೔ 縄文 	前 ŋத ŋ後 
Ŋ ฏ҆ʗࢄ෍஍

�� ໺ಊ遺੻ᶄ۽ ஙݐ人ॅ୐ݸ � �� ݄ �� ೔ 縄文 Ŋಸྑ Ŋฏ҆ʗूམ੻

�� ৽Ҫాؘݹ遺੻ᶄ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� �� ݄ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 
Ŋ ಸྑ Ŋ ฏ
҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻、৓ؗ੻

�� 遺੻ᶅྛࢠࢢ ஙݐ人ॅ୐ݸ � �� ݄ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 ŋ ൩ 
Ŋ ෿ݹ
Ŋಸྑ Ŋฏ҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻

本
発
掘
調
査

25 松ヶ崎遺跡11地点 長芋作付け 200 4月7日～6月13日 縄文・奈良・平安／集落跡・貝塚

�� ໺ಊ遺੻ୈ۽ �� ஍఺ ஙݐ人ॅ୐ݸ �� � ݄ � ʙ �� ೔ 縄文 Ŋಸྑ Ŋฏ҆ʗूམ੻

�� ా໘໦遺੻ୈ �� ஍఺ ௕Ҷ࡞෇͚ ��� � ݄ � ʙ �� ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 ŋ ൩ 
Ŋ ໻ੜ
Ŋಸྑ Ŋฏ҆ʗूམ੻

�� ๏ྶྛ遺੻ୈ �஍఺ ஙݐ人ॅ୐ݸ ���� � ݄ �� ʙ �� ೔ 縄文 Ŋಸྑ Ŋฏ҆ʗूམ੻

29 八幡遺跡第8地点 個人住宅建築 140 7月 7日～8月18日 縄文 (晩 )､ 弥生 ( 前 )､ 奈良､ 平
安､ 中世､ 近世／集落跡、社寺跡

�� ৽Ҫాؘݹ遺੻ୈ �� ஍఺ ஙݐ人ॅ୐ݸ ��� � ݄ �� ೔ʙ �� ݄ � ೔ 縄文 	 ૣ ŋ 前 ŋ த ŋ 後 
Ŋ ಸྑ Ŋ ฏ
҆ Ŋதੈ Ŋۙੈʗूམ੻、৓ؗ੻

史
跡
確
認

31 一王寺遺跡 史跡内容確認調査 320 7月 1日～10月31日
縄文 ( 早 ･ 前 ･ 中 ･ 後 ･ 晩 )､ 弥
生(前)､奈良､平安､近世／散布地、
集落跡
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-Amazing Jomon dynamism! -

一
いち

王
おう

寺
じ

遺跡

1．遺跡の概要
　本遺跡は、中

な か い
居遺跡・堀

ほ っ た
田遺跡を含む「史

し
跡
せき

是
これかわ

川石
せ っ き

器時
じ

代
だい

遺
い

跡
せき

」のひとつで、面積は約 32
万６千㎡と、３遺跡の中で最も広い遺跡です。新

に い だ
井田川左岸に面する、標高 20 ～ 40 ｍの緩やか

な傾斜地から標高 100 ｍ前後の丘陵に立地しています。
　これまでの調査により、遺跡の北側に長

なが
田
た

沢
さわ

、南側には寺
てら

ノ
の

沢
さわ

といった新井田川に合流する
埋没した沢地形があり、それらに挟まれた台地の平場を中心に縄文時代前期後半〜後期前半 ( 約
5,900 ～ 4,000 年前 ) の集落が広がっていたことがわかっています。
　八戸市教育委員会では、今後の史跡整備に向けて、令和元 (2019) 年から史跡指定地南側を中心
に、内容確認のための発掘調査を行っています。今回の調査では、丘陵近くの北西側斜面と未調
査の寺ノ沢近くの南東側斜面の、合計約 7,600 ㎡を対象にトレンチ調査を行いました。

2．検出遺構
　今回の調査では、縄文時代の竪

たてあなたてものあと
穴建物跡 12 棟・土

ど
坑
こう

8 基（うちフラスコ状土坑 6 基）・盛
もり

土
ど

遺構、
古代の竪穴建物跡 2 棟、時期不明の土坑 2 基・溝跡 2 条がみつかりました。
　寺ノ沢に近い南東側斜面の調査区では、多量の縄文土器や炭、動物の骨などを含む人為的な土
の堆積である「盛土遺構」が厚く堆積していることを確認しました。縄文時代前期後半から中期
中頃の遺物がみつかる場所と縄文時代中期中頃の遺物のみがみつかる場所があり、時期によって
盛土遺構の範囲が異なると考えられます。また、使われなくなった竪穴建物跡に、遺物を多量に
含む人為的な土の堆積が認められ、縄文土器が密集して出土した場所もあります。
　調査区南西側では、盛土遺構の下から縄文時代前期後半とみられる竪穴建物跡が 7 棟みつかり
ました。そのうちのひとつでは、土

ど き
器埋

まいせつ
設炉

ろ
（土器を地面に埋めて作られる炉）が 16 基みつか

りました。古い炉を壊して作り替えられているものもあり珍しい事例です。調査区北側では縄文
時代中期後半とみられる竪穴建物跡が 4 棟みつかりました。

3．出土遺物
　今回の調査では、縄文土器 ( 主に前・中期 ) を中心に、土製品 ( 板

ばん
状

じょう
土
ど

偶
ぐう

・有
ゆうこう

孔土製品など )、
石器 ( 石

せきそう
槍・尖

せんとう
頭器

き
・石

せきぞく
鏃・石

いしきり
錐・石

いしさじ
匙・スクレイパー類・石

せきすい
錘・磨

ま
製
せい

石
せき

斧
ふ

・磨
すりいし

石・敲
たたき

石
いし

・半
はん

円
えん

状
じょう

扁
へんぺい

平打
だ

製
せい

石
せ っ き

器・石
いしざら

皿など )、石製品 ( 有孔石製品・石
せっかん

冠・北海道式石冠など )、動物遺存体、人骨、
植物遺存体などが出土しました。特に、大型の板

ばん
状

じょう
土偶や装飾が施された石冠といった珍しい

ものや、縄文時代前期後半と考えられる人骨は新たな発見となりました。

4．まとめ
　今回の調査によって、丘陵近くの北西側斜面では、遺構が広がらないことから部分的な土地の
利用であったと考えられます。寺ノ沢近くの南東側斜面では、縄文時代前期後半では斜面地を利
用した居住域が広がるのに対し、縄文時代中期後半では斜面より北側の台地の平場に居住域が広
がっていたことがわかりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田　貴博）
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遺構分布範囲模式図（縄文時代前期～後期）

人骨出土状況（北西から）盛土遺構遺物出土状況（南から）

竪穴建物跡の範囲 盛土遺構・捨て場の範囲 貝塚 令和 7年度調査トレンチ

過年度調査トレンチ土坑の範囲 配石遺構の範囲

盛土遺構の下から縄文時代前期後半頃と考えられる
人骨がみつかり、下顎の左臼歯が残っていました。

盛土遺構からは多量の縄文土器のほか、炭や動物の
骨などもみつかっています。

縄文時代中期前半～中頃 (約 5500～4800 年前 )

縄文時代後期はじめ～前半（約 4400～4100 年前）縄文時代中期後半（約 4800～4700 年前）

貝塚

縄文時代前期中頃～後半（約 6000～5500 年前）

寺ノ沢

寺ノ沢

寺ノ沢

寺ノ沢
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松
まつ

ヶ
が

崎
さき

遺跡
- 7 年ごしの調査が終了！縄文時代中期の大集落 -

1．遺跡の概要
　本遺跡は八戸市中心部から南東約 4 ㎞に位置し、新

に
井
い

田
だ

川とその支流の松
まつ

館
だて

川に挟まれた標高
約 22 ～ 45m の台地に立地しています。これまでの調査によって、本遺跡は市内最大規模の縄文
時代中期（約 5,000 〜 4,500 年前）を中心とした集落跡であることがわかっています。
　今回報告する第 11 地点は、遺跡のほぼ中央に位置します。長芋作付けに先立ち、令和元 (2019)
年から令和 7(2025) 年までの 7 年間で、約 8,544 ㎡の発掘調査を行いました。

2．検出遺構
　第 11 地点の調査では、縄文時代中期の竪

たて
穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

221 棟・掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物跡 8 棟・土
ど

坑
こう

238 基（う
ちフラスコ状土坑 78 基）・盛

もり
土
ど

遺構、古代の竪穴建物跡 2 棟・掘立柱建物跡 1 棟など、縄文時代
中期を中心に多数の遺構がみつかりました。
　調査区北西側（令和 4 〜 7 年度調査範囲）では、第 11 地点の全遺構数の 7 割以上を占める多数
の竪穴建物跡がみつかり、時期は縄文時代中期中頃から後半が主体です。特に北西側では竪穴建
物跡が何棟も重なるようにしてみつかっており、拡張を行った痕跡があるものや火事などで焼け
た痕跡のあるものが複数みられました。
　調査区西側では、土器などの遺物や土砂が多量に廃棄された状態でみつかる盛土遺構（捨て場）
がみつかりました。規模は南北約 40m・東西約 30m・厚さ最大 1.2m で、マウンド状に盛り上がっ
ています。竪穴建物が使われなくなった後の凹

くぼ
地
ち

に土器や土砂が捨てられ、縄文時代中期中頃か
ら後半の間に、少しずつその範囲が広がっていったことがわかりました。
　また、貯蔵施設とされるフラスコ状土坑が多数みつかりました。フラスコ状土坑は深さ 2m 程
度のものが多く、なかには土器などの遺物や炭化材、獣骨などが廃棄されたものもありました。

3．出土遺物
　これまでの調査で、縄文土器（中・後期）を中心に、石器（石

せき
鏃
ぞく

・石
せき

槍
そう

・磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

 ・敲
たたき

石・石皿・
すり石など）、土製品（土

ど
偶
ぐう

・鐸
たく

形土製品など）、石製品（石
せき

棒
ぼう

・石
せっ

冠
かん

・垂飾品など）、骨角器、炭
化種子（クルミ・クリ）、獣骨（シカなど）など、多様な遺物が出土しました。
　縄文土器は、縄文時代中期中頃から後半のものが特に多く、中期末のものは少数です。遺構は
みつかりませんでしたが、縄文時代後期前半の遺物も一定数出土しており、周辺に後期の集落が
存在している可能性があります。

4．まとめ
　遺構分布を見ると、竪穴建物跡などの遺構は調査区北西側に特に密集し、南東側は希薄です。
このことから、大規模な集落が調査区の北西〜西側に広がっていると考えられます。
　遺構の分布を時期別にみると、新しくなるにつれて南側から北側に移動していく傾向がみられ
ます。竪穴建物跡が多数みつかり、拡張による建替えや新旧関係を持つ重なりがみられることや、
また周辺には現在も水が湧く場所があることから、水源に近い台地の上で少しずつ場所を移動し
ながら、長い期間にわたって人びとが暮らし続けたと考えられます。

（宇庭　瑞穂）
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八
や

幡
わた

遺跡
- 大変暑い現場でしたが、たくさんの遺構がみつかりました -

1．遺跡の概要
　本遺跡は八戸市の中心部から南西へ約 5.5km に所在し、馬

ま
淵
べち

川右岸の東から西に向かって傾斜
する標高６〜 20m の低位段丘上に立地します。
　昭和 26 年に慶應義塾大学の江

え
坂
さか

輝
てる

弥
や

氏や郷土史家の音
おと

喜
き

多
た

富
とみ

寿
じゅ

氏らにより発掘調査が行われ、
縄文時代晩期の遺跡であることがわかりました。昭和 62 年以降は八戸市教育委員会や青森県教育
委員会によって発掘調査が数度行われ、新たに弥生時代や古代、中世、近世の各時代の遺構・遺
物がみつかりました。これらの発掘調査により、縄文時代晩期の中心的な集落遺跡の１つと推測
されており、古代や中世においても拠点集落であったと考えられています。

2．検出遺構
　令和７年度の個人住宅建築に伴う発掘調査では、約 140 ㎡の調査範囲から、平安時代の竪

たて
穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

２棟（SI84、SI91）、中世の竪穴建物跡１棟（SI85）・溝
みぞ

跡１条（SD5）、時期不明（平安時代
以降か）の竪穴建物跡 13 棟・土

ど
坑
こう

14 基、溝跡１条（SD6）がみつかりました。遺構は密集し重なっ
てみつかっており、古い遺構を壊すように新しい遺構がつくられています。
　中世の SD5 溝跡は、検出したもので長さが約 15m、幅が約 3.5m、深さは約 1.7m となっています。
これまでの八幡遺跡の調査でみつかっている溝跡の中では、最も規模が大きいです。SD5 溝跡の
断面の形は薬

や
研
げん

状で、下部が二重になっています。堆積状況から、二重の状態で同時に利用され
ていたと推測できます。

3．出土遺物
　今回の発掘調査では、縄文土器（晩期）、土

ど
偶
ぐう

、石器（磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

、敲
たたき

石
いし

、砥
と

石
いし

）、弥生土器、土
は

師
じ

器
き

（坏
つき

・甕
かめ

）、須
す え き

恵器、鉄製品（刀
とう

子
す

、釘）、土製品（羽
は

口
ぐち

）、動物骨（ウシ）、陶
とう

磁
じ き

器などが出
土しました。
　ほぼ全ての遺構で、異なる時代の遺物が同一の層から出土しています。遺構がつくられた際に
掘り返された過去の遺物とともに、その当時使用していた遺物も一緒に埋まったと考えられます。
縄文時代の遺構はみつかりませんでしたが、縄文時代の遺物が多量に出土しており、後の時代に
建物を建てる際に壊され残っていない可能性もあります。
　SD5 溝跡の上層から出土した陶磁器は中国製の青

せい
磁
じ

碗で、おおよそ 13 世紀中頃〜 14 世紀前半
のものと考えられます。八戸ではこの時期の遺物が少ないため、貴重な資料です。

4．まとめ
　今回調査した八幡遺跡第 8 地点は、古代の竪穴建物跡を壊すように中世の竪穴建物が建てられ
るなど、同じ場所に何度も建物を建てた痕跡が残っています。そのため、これまでの八幡遺跡の
調査成果と同様に、長期にわたって利用されていた場所であると考えられます。
　また、八幡遺跡の近くには櫛

くしひき
引八幡宮や櫛引城があり、中世に何らかの施設があった可能性も

考えられます。SD5 溝跡はそれらに関連する可能性もあります。　　　　　　　　　（吉田　仁香）
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【特別報告】中
なか

野
の

平
たい

遺跡第 63 地点
- ショッピングモール西側に広がる古代の住宅街 -

1．遺跡の概要
　中野平遺跡は、太平洋から約 4 ㎞、奥

お い ら せ
入瀬川下流域に位置しています。標高は 15 ～ 25 ｍ程度

の柴
しば

山
やま

段丘上に立地しています。東西 1,700 ｍ、南北 500 ｍの広範囲にわたり、町内に分布する
46 件の遺跡で最大の遺跡です。遺跡周辺には大型ショッピングセンターが所在するほか、太陽光
発電設備設置工事等の開発が盛んで毎年のように調査を行っており、竪

たて
穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

や溝
みぞ

状
じょう

土
ど

坑
こう

など
の成果を上げています。
　これまでの調査では古代の竪穴建物跡約 190 棟以上を調査し、現在まで埋まり切らず窪

くぼ
みとし

て残っている竪穴建物跡も観察されています。平成 2 年度に青森県埋蔵文化財調査センターが実
施した第二みちのく有料道路建設に係る調査では縄文時代・平安時代の竪穴建物跡が複数棟検出
され、土器・石製品についても数多くみつかっています。
　令和 6 年度は、おいらせ町統合新庁舎・新病院の建設予定地に決定されたことに伴い、遺跡南
東部に位置する 2,250 ㎡の範囲について本発掘調査を行いました。

２．検出遺構
　調査区内では縄文時代、奈良・平安時代の遺構・遺物を確認しました。奈良・平安時代のもの
が大半を占め、第二みちのく有料道路建設に係る調査でみられた縄文時代の竪穴建物跡は今回の
調査では検出されませんでした。調査では、奈良時代の竪穴建物跡 5 棟、平安時代の竪穴建物跡 7
棟、円

えん
形
けい

周
しゅう

溝
こう

1 基を検出しました。
　第 8・第 10 号竪穴建物跡では壁溝と仕切り状の溝跡が確認されました。おそらくは仕切り板が
設置されたものと考えられます。町内では根

ね
岸
ぎし

遺跡の第 7 号竪穴建物（平成 4・5 年度調査）の構造に類
似点がみられます。第 8 号竪穴建物跡は出土した遺物から 8 世紀代、奈良時代の竪穴建物跡であ
ると推定できます。
　第 9 号・第 13 号竪穴建物跡は覆土中に古代の十和田 a 降下火山灰 (To-a) を検出しており、9 世
紀から 10 世紀前葉頃に廃絶を受けた平安時代の建物であると考えられます。
　調査区南西部の第 11 号・13 号竪穴建物跡の間で検出された円

えん
形
けい

周
しゅう

溝
こう

は、直径内径 3.3m、外径
5.5m 程度の楕円形で、溝幅 24 ～ 53 ㎝、深さ 42 ㎝の溝が巡っていました。周溝の南部からは土

は

師
じ

器
き

甕
かめ

が出土しました。土坑は計 15 基、溝状土坑は北部に 3 基、南部に 1 基検出しました。

３．出土遺物
　出土遺物については、縄文時代の土器・石器、奈良・平安時代の土師器・須

す え き
恵器、石製遺物、

金属製遺物がトロ箱７箱分出土しました。中でも第 12 号竪穴建物跡内からは、口縁部に沈線文が
みられる土師器甕や、出

で わ
羽型 長

ちょう
胴
どう

甕の出土がありました。

４．まとめ
　奈良・平安時代の遺構が大半を占め、堆積状況や遺物から、8 世紀代までに造営・廃絶した竪穴
建物跡と、十和田 a 火山灰（To-a）が降下する 10 世紀前葉までに廃絶された竪穴建物跡とがあり、
奈良期のものは調査区の中央から北部に多い傾向がみられました。一方、平安期のものは調査区
南部に多くみられました。調査区中央部では両方が混在するように分布していました。本発掘調
査では、過去の調査から考察されていた古代の竪穴建物跡の密集地であることの補強資料になっ
たと共に、出羽型甕出土から見る出羽地方との交流についてもまた１つ手掛かりを得ることとな
りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おいらせ町教育委員会　小田桐　孔誌）
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令和 7 年度　八戸市遺跡調査報告会　日程
　  9：00　出土品展示室開場
　13：30　報告会受付開始
　14：00　開会挨拶
　14：05　令和 7 年度調査概要
　14：10　調査成果報告①　一王寺遺跡
　14：30　調査成果報告②　松ヶ崎遺跡
　14：50　休憩
　15：05　調査成果報告③　八幡遺跡
　15：25　特別報告 　中野平遺跡（おいらせ町）
　15：45　質疑応答
　15：55　閉会挨拶

発掘調査作業のようす

今回の報告遺跡の主な時代

旧石器旧石器 弥　生弥　生 古　墳古　墳 古　代古　代 中　世中　世 近代近代近世近世縄　文縄　文
草創期草創期 早 期早 期 前 期前 期 中 期中 期 晩 期晩 期 飛 鳥飛 鳥 奈 良奈 良 鎌 倉鎌 倉 明 治明 治後 期後 期 平 安平 安 室 町室 町 安土桃山安土桃山 江 戸江 戸

八　幡八　幡
一王寺一王寺
松ヶ崎松ヶ崎

中野平中野平

発掘調査はたくさんの作業員さんに支えられています。
左上：八幡遺跡　　　右上：松ヶ崎遺跡
下段：一王寺遺跡




